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＜連絡事項＞

・11/3創立記念日について

　　○写真撮影

当日は9:15に青南病院前に集合して下さい。又、留守番スタッフは10:10に青南病院前に集合して下さい。撮影時の注意事項、配列図は、WIZ掲示板を各自確認し、当日は迅速に並んで下さい。
○創立記念特別講演（法人研修）
□講演開催要項
時間：（11：00～12：00）　　場所：メンタルケア病棟４F　メモリアルホール
内容：「精神科医療の現状」　講師：東中須 惠子 様　（弘前学院大学看護学部）
□出欠確認に関して
　　　　　アンケートによって出欠確認を行いますが事前に出欠簿へ入力して下さい。

・11/3の作業療法はありません。
・11/3の歯科受診は、11/1(水)へ変更となります。担当は南病棟・本川NSです。

・10/31入院予定、男性、アルコール依存症の方。本日、病棟見学しています。

・東Ａユニット9号室の壁の修理は明日までの予定です。

・11/4深夜チーフは阿部　大→沢田　静子に変更となります。

＜患者様連絡事項＞

畑中　徹様～今後について家族は、入院治療の継続を希望していましたが本人の強い退院要求もあり、退院を考えているとの事です。今すぐ仙台に帰るという事ではなく、退院しても2～3ヶ月の間は当院へ外来通院を家族は希望しています。妻様の意向もあるので両親は相談してから、と話しています。結果は10/31の9：00に電話連絡するとの事。その結果によっては今週中の面談を希望しています。担当医へは報告済みです。

田中　静子様～本日の面会時に父様より面談の希望あり、担当医へ報告し10/31の15：00面談予定となりました。本日の夜は在宅と父様は話していましたので準夜帯での連絡をお願いします。

古川　文博様～調味料の持ち込みは担当医に確認した所、肝機能障害の治療中の為、不許可ですので家族へ返却して下さい。

＜川端Ｄｒケースカンファ＞

巴　勇樹様～夜間の睡眠は確保出来ている。行動のまとまりのなさ、病状不安定な様子が目立っている。現在服薬調整中で今週の処方内容変更の為、病状悪化の可能性あるが、その際はすぐに報告するようにとの事。他患者様とのトラブルの可能性や言動や行動の変化、受け答えの様子、説明への理解度など十分に観察して下さい。週3回の体重測定は指示継続ですので確実に実施して下さい。測定値のフローシートの記入漏れが目立ちます。受け持ちナースはフローシートのチェックも確実に行なって下さい。

阿部　文香様～面談で病状と今後の方針について説明し、家族へ週2回の面会を了承しているとの事。現在、服薬調整中であるが母様が面会に来ないと興奮の度合い、薬が合っているのか判断できないとの事。家族が面会に来られた際は自室ではなく、周りに誰かいる（他患者様）ホールで行なうようにとの事。

　　　　　　　スタッフは面会時、横に付き添う必要はありませんが視野の範囲に必ず入れておいて下さい。この方も週3回の体重測定は指示継続ですので確実に実施して下さい。測定値のフローシートの記入漏れが目立ちます。受け持ちナースはフローシートのチェックも確実に行なって下さい。

松谷　さと子様～療養環境変更し東Ａユニットから東Ｂユニットへ移動していますが本人より、「Ａに戻りたい」「部屋の場所、トイレも分からない」と話す事が見られています。実際は部屋やトイレを間違える事はなく、余暇はホールで過ごし、交流も見られています。不安の訴え時は、傾聴し病棟日課等きちんと行なえている事を評価して説明して下さい。担当医の今後の方針としては金銭面や洗濯の事もあり、日課への支障がなければ西病棟を考えているとの事です。

＜新入院・隔離室入室患者様検討＞

野沢英貴様～現在、終日隔離中です。ドア叩き、高笑い、放歌など目立ち、夜間覚醒して激しくドアを叩く事も見られています。担当医の指示でスタッフ付き添いで、日中の退室を設けています。退室中はニヤツキや独語はありますがスタッフが付き添っている為か迷惑行為はなく落ち着きが見られてきています。本日の皮膚科診察でも退室の際はベンチに座りきちんと待つ事が出来ていました。今後も徐々に退室時間を拡大し隔離室使用へのストレスの緩和、迷惑行為がない様、行動のコントロールを促していきましょう。













